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本位

東京外
国
語
大
学
学
長

少
子
化
と
国
際
的
な
知
の
競
争
が
深
ま
る
中、

構
造
改
革
の
一

環
と
し
て
大
学
再

編
が
具
体
化
し
て
き
た
。
遠
山
敦
子
文
部
科
学
相
が
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
示
し

た
「
大
学
の
構
造
改
革
の
方
針
」（
遠
山
プ
ラ
ン
）
は、
国
立
大
の
統
合
再
編
や
公
私
立

大
を
含
め
た
上
位
三
十
校
へ
の
重
点
投
資
な
ど、
民
営
化
を
視
野
に
入
れ
た
高
等
教

護短事耕一

寄生

長室
玄
麦
窓
ばT、
軍立
大学協会副会長

、理で

ー
l

「
遠
山
プ
ラ
ン」
が
国
立
大
掌

関係者
は
も
とよ
り
各
方
面
に
波
紋

を
広
げ
て
い
ま
す 。
国
立
大
学
協
会

で
さ
ま
ざ
ま
な
既
得
権
益
と
ぶつ
か

り
な
が
ら
改
革を
進
め
て
き
た
立
場

か
ら 、
ど
う
受け
止
め
ま
し
た
か。

岡大協自身が訟人化へ
向け

た只体
化

案をま
とめる矢先に「
遠山
プラン」
が

発表さ
れ
たわ
けで、
一
加のパ
ニッ
ク
状

態で
した。
国立

大改革の
流れは聞大
協

の内部から
の
改蕊のほ
か、
法人化へ
む

けて
私
大や
財
界凶係者な
ども加わっ
た

文
部制
学省の
検討
蜜員会が
あり、
同
省

はこ
の中間
的なところで

改革案を
収め

る考えで
した。
ところが、
小泉
政権
が

発足して
から「
型域
なき榊造
改革」
の

一
部としてこ
れ
をとらえ
た激Lい
流れ

が加わ
り、
文

部制学省自身が
大きく
方

向恨
換
するこ
とになっ
た。
ある
恕昧で

従来の設計を
根底から
盟す内容で、
国

大協側に
は
寝耳に水のプラン
で
した。

し
か
し、
選定船団で
やっ
て
来た九十

九の国立
大の自己
改造の
試み
が世間に

対して説得力を
持たなかっ
た
とい
うこ

ル化運
動の
過激
なデモ
攻努と筏
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ziuえあお
ち

なかじま ・みねお 1936年、 長野県松
本市生まれ。 東京外国語大学中関税率、
東大大学院修了。 東京外国語大学教授と
なり95年から学長。 この問、 カリフォル
ニア大学答員教慢などを歴任。 中国の文
化大革命を分析した『北京烈烈』でサン
トリー学芸菱自受ts.。 r中ソ対立と現代』
などの著Jがある。中央教門審議会蜜品。

中
嶋

嶺
雄

氏

た
例を考えると、
（
そうし
た研

究教青

機関
の
役割
を果た
していない）
日本の

大学は
護店
船田
実による
程で
危観

的
な状況を抱え
てい
るとい
えま
す。

独
立
行政法人化
論議は、
もともと十

二
万五
千人とい
わ
れる文
部制
学省
臓員

の
削棋とい
う

行政改革の流
れで
浮上し

たわ
けで
すが、
問題は、
二
十一
世紀の

情
報
技術（IT）
革命の
さなかに
あっ

て 、

明治以来の
近代化を担っ
た国立
大

がい
ま
だに
親
方日の
丸のも
とで
変わ
れ

ないこ
とで
す。

定只削減問
題で
反発す

るあま
り、
議論
を
改
革に
結びつ
けら
れ

なかっ
た。
文制
相が「
設問者
として
の

点任で
プラン
を
実行する」
とあえ
て
表

明
した
の
は、
国
立
大学
側の自己
改議の

限
界
を
認めたこ
と
にほ
かなりませ
ん。

l
l

「
遠
山
プ
ラ
ン」
を
本
気
で
実

行
に
移
せ
ば 、
か
な
り
の
抵抗
に
加

え
て
現
行
の
ス
キ
l

ム
（
枠
組
み）

と
の
摩
擦
が
予
想
さ
れ
ま
す
が 。

い
ま
検討
が進
みつ
ワ
ある
開立
大学法

人
とい
う枠組
み
と「
遠
山プラ
ン」
を具

体
的につ
な
ぐ
道
筋
は 、
文糾省もま
だ十

a
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作っ
て
きま
したが、
自己満厄に過ぎ一

かっ
たと思い
ま
す。
大学は、
その国

可能
性を映し出
す釦で
あっ
て、
日本

こ
のまま
枕没してよければ 、
現状に一

んじて
もい
い
が、
そうでないなら新一

な評価
と経歯の
形を
作るべ
きで
す。．

ー
ー

高
等
教
育
機
関
全
体
の
再
編

と
も
に 、
機
能
的
な
す
み
分け
も

む
と
思
わ
れ
ま
す
が 。

日本
の高

等教育は 、

教門面で
は、』

学が
日的に圧倒
的な役割を果た
し右

るのが特
徴で
す。
一
方で、
ノ！ベ」

級の研
究者や国
際的に活雌ずる指追

を
育
成
する
役割で
は、
国立
大学中心

あり
す会』た。
も
ちろん 、
すべ
て
のま

教育機関
カそうし
た役

割を担うわ凶

はなく 、

会葎の
知の
底
上げも
大学m

切
な
使命で
しょ
う。

とこ
ろが、
大学
の
学
長同士
も
設』

態ご
とに
固まっ
てい
て
国公私が
ニ

なる
場

が全く
ない。
国

際交流で
の血

援助
な
ども
政
府の
耶業だと国茎
容

が
優
先
さ
れ
る。
たま
たま私が国
際一

総長
をしてい
る
ア
ジ
ア
太平洋大
戸

機構UM
A
Pで
は、
留学のため
の一

奨
学金まで
国
公
私
大
の
学生
すベ
Z

象に
し
て
い
ま
すが、
こ
れ
は
例外
的判

制
度
面で
国立
大優
位が
崩れない
大

理
由の一
つ
は 、
学
長
以下教職
口が

fL満足
ぞ什て李4
たくな
れ議

41吋
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自

己

改

革

で

き

な

い

国

立

大

とで
あ
り、
社会に
対して「
こ
れで
は
耐司羽ud認覇気説話

とい
うこ
とだと思い
ま
す。
その
ほ昧で

は、
来るべ
きものが来た
とい
うべ
き
か

もしれ
ませ
ん。

｜
｜

そ
れ
だ
け
国
立
大
学
全
体
に
危

機
意
識
が
希
薄
で 、
社
会
の
変
化へ

の
対
応
力
が
衰
退
し
て
い
る
と 。

もう少
し早く 、
大学
自身が生
ま
れ変

わ
れなかっ
た
の
か
と残念で
す。
現協の

動き
が
鈍く、
社会
から
の
風をで
きるだ

け避けよ－
マと
する。
大学の自
治
とい
わ

れるもの
があるので
すが、
具体
的に
は

それ
が
時代に背
を向
けた教
授会
自治に

なるな
どして
さび付い
て
しまい、
日本

の高等
教育を空
洞化させ
てい
ま
す。

現に

優秀作治半生
が
日本の
大学
を葉
通

りして
米国の
大学
を
志望する例
が増え

てい
ま
す。
米国で
博士
号を
取れ
ば国際

的に活
路で
きる
資格が
得ら
れるといっ

r泊
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J4d

 

か」
といっ
た
議論
を
深め
る必
要

があり

調誹？
奇のA

守「才ヨ設も＆ほ
ズA4

ラ
ッ
プ・
アン
ド・
ピル
ド
を
進め
る得ぬ

の
協
が必
要になっ
て
くるで
しょ
う。
し

か
し、
それ
を
男付の

中央教門審議
会な

どで
引き
受
けら
れるか
ど
うか。

こ
れ
から
の
大学
改革
の通

奏低音とな

る
と
思
わ
れ
る
公
私
立
大
も
巻
き
込
ん
だ

「
トッ
プ却」
をとっ
てみて

組”

も
簡単で
はない。
お
そら
く

大学
を教育・
研
究の
機能
面 、

分
野面
で評価 、
ラン
クづ
け

し、

入れ償え
が慌に
行わ
れ

る
4
2仏「
外
制
手術」
の
し

くみが
必
袈になりま
す。
わ

れわれ
は一
橋
大、
東京工
業

大、

東京医
税歯制
大と「
四

大学連
合」
を
発足させ
ま
し

た。
国
立
大学

は過去に
存続

の
ためにい
ろい
ろな
報告を

、J
ミノ

ヘJ
SJ
J

ー
l

設
置
形
態
を
超
え
た
競hE

l
努
ギ
は
な
る
の
マ
ω
ょ

う払

一
つ
は
評価
の
あ
り
万で
す。
て日時

機構とい
う国の
機関
は、
国
立
大也

を
当面の評
価対
象に
してい
ま
す柑

然、
国公私
を合め
た
大
学評
価
機削

る必
要
空の
りま
す。
さらに、
こι

でな
く民
間を
含
め
た
さ
ま
ざまな説

む百bY4泌滋布一段岨河伊
d型災念守

経
済
財
政
諮
問
会
識
に
臨
む
遠
山
文
科相

（
6

月
日
目 、
首
相官同

市場原理で知の競争を　日本経済新聞-001.07.29


